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右の図は,正四角すいと直方体を合わせた形で,点 A,B,

C,D,E,F,G,H,Iを 頂点とする立体を表わしている。

正四角錐ABCDEは ,辺の長さがすべて6cmで ある。辺

BFの 長さは正四角錐ABCDEの 高さに等しい。次の(1)

～(3)の
EI]の 中にあてはまる最も簡単な数を記入せ

よ。ただし,根号を使うときはν/″の中を最も小さい整

数にすること。

(1)図に示す立体において,辺 GHと ねじれの位置にあ

る辺は今部で□ 本ある。3
(2)図に示す立体において,辺 ADの 中点をMと し,辺

AC上 にPを ,BP+PMの 長さが最も短くなるよう

にとる。 このときBP+PA/1の長さはE三コcmでぁる。

図に示す立体において,△AFDの 面積は EIIcm2で ぁる。
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